
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報

第
二
十
九
号

(平
成
十
三
年
三
月
十
八
日
)

近
世
女
人
の
碑
文

i

大
塚
先
儒
墓
地
の
な
か
か
ら
ー

柴

田

・
光

彦

近

世
、
碑

文
を

録

し
た
も

の
は
数
多

い
が
、
女

性

の
も

の
が
少

な

い
の

　

は
当
然

の
こ
と

か
と
も

思

わ
れ

、
先

に
も

い
く

つ
か
を

あ
げ

た

が
、

こ

の

た
び
も

、

そ
れ

に

つ

い
て
述

べ
て
み

た

い
。

東
京

は
小

石

川
、
大

塚
護

国
寺

の
裏

手

に
あ

る

「
大

塚
先
儒

墓

地
」
(文

京
区
大
塚
五
1

;

二
ー

一
)
は
、

初

め
、
享

保
十

九
年

(
一
七
三
四
)
八
月

十

二
日
ね
幕

府

の
儒

官
室

鳩
巣

が
没

し

て
、
此

の
地

に
葬

ら
れ

て
後

、
寛

政

の
三
博

士
柴

野
栗

山

・
岡

田
寒

泉

・
尾
藤

二
洲

の
三
人

連
署

し

て
儒

礼

を

以

て
葬

む
ら

れ
ん

こ
と

を
願

い
、
古

賀
精

里
も

ま

た
墓
域

相
接

し

、
そ

の

子
女

を
も

付
葬

し

た
が

、
明
治

に
至
り

そ

の
墓

域

の
煙

滅
を

お
そ

れ
た

諸

家

の
働

き

に

よ
り

、

「大

塚

先
儒

墓

所

保
存

会
」

が

発

足
し

、
寄

付

金
を

募
り

、
墓

地
を

整

理
し

て
大
正

四
年

(
一
九

一
五
)
維

持
費

を
そ

え

て
、
東

京
市

に
寄
付

し
、

「修

築

大

塚
先

儒

墓
記

」

が
立

て
ら
れ

た

っ

こ

の
こ
と

に

つ
い
て
は
保
存

会

の
報

告
書

に
詳

し

い
。

こ
れ
だ
け

儒
者

関
係

の
ま

と
ま

っ
た

墓
所

は
珍

し
く

、
俗

に
儒

者
捨

場

と

云

わ
れ

て

い
た
と

い
う
。

大
正

十
年

(
一
九
二

一
)
国

指
定

史
跡

に
指
定

さ
れ

、
今
時

大
戦

の
戦

禍

に
も
免

れ

て
、
保
存

さ

れ

て

い
る
。
多
く

の
古

い
墓
蹟

が
、

殊

に
著
名

人

の
も

の
は
何

ら
か

の
保

護
措

置
が
加

え

ら
れ

て

い
る
が

、
そ

の
他

の
も

の
は
種

々
の
理
由

に
よ
り

消
え

て
行
く

現
在

、

こ

の

一
群

の
墓

が
そ

の
家

族

の
も

の
を

含

め

て
史

蹟

と
し

て
残

さ
れ

て

い
る

こ
と
は
貴

重

な

こ
と

で
あ

る
。

現
存

の
墓

は

、
大

は
右

の
先
儒

墓
記

の
二

三

〇

セ

ン
チ

よ
り

、
小

は
五

〇
セ

ン
チ

に
満
た

な

い
嬰
児

の
墓

を
含

め

て

六

三
基
を

数
え

る
。
概
ね

質
素

で
、
小

さ

い
も

の
は
台

石
が

な
く
直

に
立

っ

て

い
て
、

博
士

の
も

の
で
も
、

二
段

、
夫

人

の
も

の
は

一
段

の
も

の
が
多

い
。

そ

の
子
女

の
墓

に
は

、
碑

銘

の
有
無

両
様

が
あ

る
が

、

こ
こ

で
は
そ

の
内

の

い
く

つ
か
を

と
も

に
併

せ
掲

げ

て
み

る
こ
と

に
し

た
。

夫

人

の
墓
表

に
多

く
記

さ
れ

て

い
る

「孺

人
」

の
語
は

、
妻

の
通
称

で

あ
る

が
、

孺
は

属

で
、
従
属

の
意

で
あ

る
か

ら

、
今

日

の
女

性

に
は

ふ
さ
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わ

し
く

な

い
か
も

知

れ

ぬ
が

、

『礼

記

』
曲

礼

下

に
は

「
諸

侯

日
夫

人

、

大
夫

日
孺

人
」

と
見

え

る
。
当

時

に
於

い
て
は
敬
称

で
あ

っ
た

。

墓

域
内

の
群

は

、
石
質

や
種

々
の
理
由

か
ら

、
可

成
り

の
傷

み

の
あ

る

も

の
が
あ

り
、

殆
ど

欠
損

し

て

い
る
も

の
も
見

受
け

ら

れ
る
。
幸

い
に
先

学
鶴

田
勢

湖
氏

が

は
や
く

「
墓
蹟
」
第

二

・
三
輯

(大
正
十
五
年
七

・
九
月
、

昭
和
六
十
年

有
明
書
房

復
刻
版
が
あ
る
)
に
発
表

さ

れ

て

い
て
、
記

録

の

上
か

ら
剥

落
部

分
を

補
う

こ
と

が
出

来

る
。
な

お
、

氏
が

不
明

と
し

て
□

で
表

し

て

い
る
文
字

に

つ
い
て
は
、

私

の
手

拓

を
も

っ
て
殆

ん
ど
補
う

こ

と
が

出
来

た
と

思

っ
て

い
る
。

本

稿

に
掲

げ

た
碑

銘

中

、

〔

〕
を

ら

付

し
た

部
分

は

剥

落

し

て
、
現

在
は

全
く

読
む

こ
と

の
出

来
な

い
箇

所

で
あ

る
。
記

述

に
あ

た

っ
て
は
特

別

の

一
、

二

の
墓

石
を

の
ぞ

い
て
、
書

下

し
を
省

略

し

て
、
読
点

の
み
を

付
し

た
。

な
お

、
引

用
碑

文
中

の
/

は
行
移

り

の
印

で
あ

る
。

、
木
下
順
庵
関
係

墓

域
内

の

「修

築
大

塚
先

儒
墓

記
」
(大
正
四
年
五
月
)
に

「
郊
外

池

上
村

有

木

下
順
庵

先

生
墳

墓
隘

陋
、
特

甚

乃
移
葬

於

此
地
」

と
あ

る
。

木

下
順

庵

(元
和
七
1

元
禄

=

。
一
六
二
〇
1

一
六
九
八
)
、
の

「来

恭
靖

先
生

之
墓

」
、

同
貞
簡

(寛
文
六
-
寛
保
三
。
一
六
六
五
-

一
七
四
二
)
の

「
貞
簡

〔木

先
生
之

〕

墓

」

に
並

ん

で
、
夫

人

の
墓

が
あ

る
。

貞
簡

は
、

順
庵

の
次

子
平

三
郎

菊

潭

の
諡
号
。

貞

幹
夫

人
墓

棹

石
、

高

八

二
、

巾

二
三

・
五

・
横

一
五

セ

ン
チ

(碑
表
)

「
日
野
貞

叔
孺

人
墓

」

(碑
左
側
)

「顯

妣

姓
藤

原

氏

日

野
、
諱

阿

介
、

日

野
玄

蕃
女

也

、
延

寶

七
己

未

/

歳

(
=
ハ
七
九
)
三

月
十

四

日
生
、

享
保

十

乙
巳
歳

(
一
七
二
五
)
四
月

二
十

一
日
終

、
享
年

/

四
十
七

歳

、
有

二
男

三
女
、

擇

日
、
葬

于

武

州

荏

原

郡

堤
傍

村

/

顯

祖
考

恭

靖

先

生

墓

左

哀

子

木
廣

道

立

」

*
墓
銘
四
行
。
顕
妣
は
亡
母
の
尊
称
、
顕
祖
考
は
祖
父
の
尊
称
。

二
、
室
鳩
巣
関
係

鳩
巣

夫
人

墓

棹

石
、

高

五
九

・
五
、

巾

二
一二
・
五
、

横

=

ハ
・
五

セ
ン
チ

(碑
表
)

(碑
左
側
)

「
室
鳩

巣

先
生
妻

故
若

森

氏
之
墓

」
・
「
寶
暦

四
甲

戌
歳

八

月
廿

四
日
」

室
鳩

巣

は
木

下
順
庵

門

で
加
賀

藩

に
仕
え

、

の
ち
幕

府

の
儒

官

と
し

て

殿

中
侍

講
と

し

て
八
代

将
軍

吉
宗

に
仕
え

た

貢
献
す

る

と

こ
ろ
が
多

か

っ

た

と

い
う

。

墓
は

師

の
木
下

順
庵

の
西

に
並

び
、
楷

書

で

「鳩

巣
先

生
之

墓
」

と

の
み
刻
さ

れ

て

い
る

。
夫

人

の
没
し

た
宝
暦

四
年

は
夫

の
没

し
た

翌
年

、

西
暦

一
七

五

四
年

に
あ

た

る
。

二

鳩
巣

の
嗣

孔
彰
夫

人

の
墓

樟

石
、
高

六

七

・
五
、
巾

二
二
、
横

一
七

セ

ン
チ

孔
彰

は
宝
永

三
年

(
一
七

一
六
)
に
生
れ

、

元
文

四
年

(
一
七
四
九
)
、
父

鳩
巣

没
後

六
年

で
病

歿

し
た
。

享
年

三

四
歳
。

そ

の
墓

の
表

に

「勿

軒
室
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君

之

墓
」
、
碑

銘

は

三
面

に
各

三
行

、

一
行

一
七

字
、

で
刻

さ

れ

、
文

中

に

「
年

止

三
十

四
。
娶
大

田
氏

生
直

恒
。
天
之

所
祚

其
在

耶
」
と

あ

る
。

(碑
表
)

「室

孔
彰

妻
故

大

田
氏
之

墓
」

碑

銘
、
左

側

(三
行
)
・
後

面

(四
行
)
、

一
行

一
七
字

(碑
陰
)

「故

鳩
巣

先
生

、
嗣

子
孔
彰

君

配
大

田
氏

、
考
醫

官
/

卜
況

翁
世

仕

公
朝

、

妣

淺
井

氏
、
寶

永
庚

寅

十

一
/
月
生

、

元
文
丙

辰
十

一
月

十

一
日
病

卒

于

室

氏
私
』

第

、
享
年

二
十

七

、
其
歸

室

氏
逮
事

先
生

、

及
先
生

歿
/

奉
姑

大
孺

人

、
婦
道

甚
修

、
有

一
男

、
尚

幼

、
素
有

至
性

立
/

心
貞

淑
、

故
大

孺

人
亦
愛

之

、
其
卒

也

、
深
惜

之
、

命
/

孔
彰

君
、

使
其

門
人

川

口
光
遠

記
其

墓
云

、

」

(読
下
し
)

故
鳩

巣

先
生

の
嗣

子
孔
彰

君

の
配
大

田
氏
、
考

の
醫
官
卜

玩
翁

は

世

々

公
朝

に
仕

ふ
。
妣

は
淺

井
氏

。
寶

永
庚

寅

(七
年
ー

一
七

一
〇
)
十

一
月

に

生
れ

、
元
文

丙
辰

(元
年
ー

一
七
三
六
)
十

一
月
十

一
日
、
室

氏

の
私
第

に

病

卒

す
。

享
年

二
十
七

。
其

の
室
氏

に
帰

(ト

ツ
)
ぎ

先
生

に
逮
事

す

。

先

生

の
歿
す

る

に
及
び

姑

の
大
孺

人

に
奉

ふ
。
婦

道
甚

だ
修

む
。

一
男
有

り

。
尚

幼
、

素
よ

り
至

性
立

心
有

り

て
貞

淑

な
り

。
故

大
孺

人
亦

た
此
を

愛

し
、

其

の
卒
す

る

や
、
深

く

こ
れ
を

惜

み
、
孔
彰

君

に
命

じ

て
其

の
門

人

川

口
光
遠

に
其

の
墓
を

記

さ
し

む
と

云

ふ
。

夫
孔

彰

の
死

に
先
立

つ
こ
と
三
年

で
あ

っ
た
。

三

、

柴

野

栗

山

関

係

な

柴
野
栗
山
の
孺
人
藤
田
氏
阿
順
に
つ
い
て
は
、既
に
先
稿
で
触
れ
た
が
、

再
録
す
る
こ
と
に
す
る
。

一

栗
山
夫
人
の
墓

棹
石
、
高
八
八
、
巾
二
九

・
五
、
横

一
七

・
五
セ
ン
チ

(碑
表
)

「東
都
寄
合
儒
員
柴
彦
輔
故
藤
田
氏
墓
」

(碑
裏
)

二

一
字
六
行
に
刻
す
。

「孺
人
、
姓
藤
田
、
字
阿
順
、
小
濱
酒
井
侯
京
邸
吏
和
左
衛
門
□
/
諱

義
知
之
女
、
而
東
都
寄
合
儒
員
柴
邦
彦
彦
輔
之
妻
也
、
寶
/
暦
二
季
生
、

于
平
安
小
濱
藩
第
、
安
永
元
年
正
月
歸
于
柴
氏
/
天
明
八
年
四
月
從
家

徙
東
都
、
寛
政
六
年
九
月
二
十
日
以
/
病
卒
于
駿
河
臺
柴
氏
第
、
二
十
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四
日
権

唐

于
城

西
牛
込

村
/

林
氏

別
荘

、

八
季

八
月

八
日
改

装

于
城
北

大

塚

、

」

*
第

一
行
右
下
囗
欠
け
。
「君
」

ヵ
。

(読
下
し
)

孺

人

、
姓
は

藤

田
、
字

は
阿

順
。

小
浜

酒
井

侯
賞

京
邸
吏

、

和
左

衛

門

□
、
諱

は
儀

知

の
女

に
し

て
、
東
都

寄
合

儒
員

、
柴
邦

彦
彦

輔

の
妻

な
り
。

宝
暦

二
年

⊃

七
五
二
)
平

安
小

浜
藩

の
第

に
生

ま
れ

、
安

永
元
年

(
一
七

七
二
)
正

月

、
柴

氏

に
帰

ぐ
。

天
明

八

年

四
月

(
一
七
八
八
)
、
家

に
従

い

て
東

都

に
徙

る
。
寛

政

六
年

(
一
七
九
四
)
九
月

二
十

日
、

病
を

以

て
駿
河

台
柴

氏

の
第

に
卒
す

。
二
十

四
日
、
城
西
牛

込
村

林
氏

別
荘

に
権

に
唐

(置
)

き
、

八
年

(
一
七
九
六
)

八
月

八
日
、

城
北

大
塚

村

に
改
葬

す
。

二

貞
穀

夫

人

の
墓棹
石

、
高

八
七

、
巾

三

〇
、
横

一
六

・
五

セ

ン
チ

(碑
表
)

「讃

岐
故

陰
士

養
貞

軒
柴

小
輔

室
須

山
氏

墓
」

(碑
裏
)

二

〇
字
六

行

に
刻

す

。

「孺

人

姓
須

山

、
字

阿
安

、
讃

岐

陰

士
伴

右

衛

門
某

女

、
而

陰
/

士

柴

府

君
小

輔
、
諱

貞
穀

之
室

也

、
寶

暦

二
季

生

于
讃
岐

/
牟

禮
村

、
歸

于

柴

氏
、

而
生

五
男

三
女

、
寛

政
七
年

來
東

都

/
八
年

七

月
五

日
、
以

病

卒

于
駿

河
臺

、
八

月
九

日
葬

城
北

/
大
塚

村

、

」

(読
下
し
)

孺

人
、
姓

須
山

、
字

阿
安

。
讃

岐

の
陰
士

、
伴

右
衛

門
某

の
女

、
而

し

て
陰

士
、
柴

府

君
小

輔
、
諱

貞
穀

の
室

な
り

。
宝

暦

二
年

(
一
七
五
二
)
讃

岐
牟

礼
村

に
生

れ
、
柴

氏

に
帰
ぎ

て
、

五
男

三
女

を
生

む
。

寛
政

七
年

来

東
し

、
八
年

(
一
七
九
六
)

七
月
九

日

、
駿

河
台

に
病

没
す
。

八

月
九

日
、

城
北
大

塚

村

に
葬

る

。

栗

山

に
子
な
く

、
弟

貞
穀

(養
貞
軒
)
の
子
供
達

(上

の
男
子
は
夭
折
)
を

つ
ぎ

つ
ぎ

と

養

子
と

し

た
。

七
歳

で
養

わ

れ

た
允

升

(碧
海
)

の

『
家

世

紀
聞

』

に

「
孺

人
年

二
十

に
し

て
、
来

つ
て
養

父
貞
君

に
嫁

す
」

と
あ

る

が
、
森

銃

三
氏

は

一
年

繰
り

上
げ

た

明
和
七

年

(
]
七
七

〇
)
の
十

九
歳

で

嫁

し

た
と

す

る

(著
作
集
八

・
続
集
二
)
。
貞

穀

は
京

で
産

科
を
修

め

、
帰

省

し

て
業

と

し
た

が
、

天
明

六
年

(
一
七
八

一
)
に
没

し
栗

山

は
ま
た

、
娘

の

菊
を

養

い
、

八
年

に
は
允

常

(方
閑
)
も

子
と

し

た
。

栗
山

の
妻

お
順

は

寛
政

六
年

に
病

没
し

、
子
供

を
撫

視
す

る
も

の
な
く

、
ま

た
お
安

も
末

娘
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を

失

っ
た

の
で
、
栗
山

は
江

戸

に
呼

ん
だ
が

、
僅

か

一
年

に
し

て
亡

く
な

っ

た
。
養

子

の
兄

の
碧

海
は
昌

平
黌

に
学

び

、
阿
波

藩
儒

と
な

り
、

後
阿

波

に
移
住

し

て

い
る
が

、
弟

の
方
閑

は
幕

府
御

書
院

番
と

な
り

、
墓

は
母

の

側

に
あ

る
。
　
　
　
　

　
　

「
柴

野
方

閑
平
允

常
墓

」

(碑
表
)
、
「
嘉

永

二
酉

八
月
廿

四

日
」

(碑
陰
)
。

な

お
同
墓

域

に
は
歿
年

命

日
省
略

す

る
が

、

「柴

野
勇

次
郎

之
墓
」

「徳

女

之
墓
」

「柴

氏
女

阿
對

之
墓
」

「柴

野

權
之

丞
墓
」

「柴

野
弥

十
郎
妻

墓
」

「柴

野
弥

十
郎
家

女

墓
」
と
並

び
建

っ
て

い
る
。
い
ず

れ
も

細
く

小

さ
な
墓

標

で
あ
り

、

そ
れ

ら

の
系

譜

関
係

に

つ
い
て
は
私

は
未
だ

知
り
え

な

い
ま

ま

で
あ

る
。四

、

尾

藤

二

洲

関

係

尾

藤

二
洲

(延
享
四
-
文
化

一
〇
。
一
七
四
四
卜

一
八

一
三
)
は
伊

予

の
生

ま

れ
、

大
阪

に
出

て
、

さ
ら

に
江

戸

に
召
さ

れ

て
昌
平
黌

の
儒

官

と
な
り

、

三
博

士

の
う

ち

に
数
え

ら

れ
た

。

一

初

配
猪

川
氏

の
墓

棹

石

、
高

八
六

・
五

、
巾

三
〇

・
八
、

横

二
〇

セ

ン
チ

始

め

の
夫

人

は
猪

川
氏

で
、

二
洲

の
墓
碑

銘

に
は

「
初
配

猪

川
氏
、

生

三
女
、

其

一
嫁

岡
田
真

澄
、

其

二
夭
」

と
あ

る
が

、
彼
女

の
墓
石

に
は
表

.

に
次

の
よ
う

に
あ

る
だ

け

で
あ

る
。

「
尾
藤

志

尹
故
妻

猪

川
孺
人

之
墓

」

二

次
配
飯
岡
氏
の
墓

棹

石
、
高

七

四
、
巾

三

〇
、
横

一
八

・
五
セ

ン
チ

次

配

は
飯

岡
氏

で
あ

る
。
同

じ
く

二
洲

の
墓
碑

銘

に
は

「
次

配
飯

岡
氏

、

生

四
男

一
女

、
日
松

、

日
栗
、

共
夭

、

日
高
爲

継
、

日

乙
亦
夭

、
女
嫁

米

田

正
幸
」

と
あ

る
。

墓

の
表

は
剥
落

し

て
読

め
な

い
。

「飯

〔
岡
孺

人
之
墓

〕
」

(碑
表
)

「
孺
人
飯

〔
岡
氏

二
洲
先

生
後

〕
/
配

也
天

保
壬
申

(
一
八
七
〇
)
八
月

五

日
卒
」
入
碑
陰
)

三

二
洲

の
子
女

の
墓

子
供

の
墓

は

四
基
あ

る

が
、

三
人
は

男
児

で
、

女
児

は

「
苑
」

一
人

で

あ

る
。

棹

石
、
高

五
七

、
巾

二

五
セ

ン
チ
、

碑
陰

に
刻

は
な

い
。

「
尾

藤
氏
女

苑

墓
」

四

母
西

山
氏

の
墓

。

棹

石
、

高
九

〇
、
巾

三

〇

・
八
、
横

二

一
セ

ン
チ

(碑
表
)

「
太
孺

人
西

山
氏

之
墓
」
。

(碑
陰
)

「
太
孺

人
西

山
氏

、
伊

豫
宇
摩

郡

川
江
人

、
實

際

居
士

、
諱
定

鑒
之

女
、

温

/
洲

居
士

尾
藤

君
諱

宣
琶

之
配

、
生

三
男

、
長

男
孝
肇

志

尹
、

一
名

良

佐
、

次
/
孝

常

仲
格

、
次
孝

章

闇
叔

、

一
女

適
大

阪

醫
福

田
氏

、
太

孺

人
性

端
愨

(心
正
し
く
誠
意
が
あ
り
)
/
寡

言

、
善
事

舅
姑

、

先
君

晩

年
多

病

、
扶
持

尤
勤

十

餘
年
如

一
日
、
既

老
/

從
孝

肇
來

江
戸

、
食

其
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禄
養
十
五
年
焉
、
以
文
化
丙
寅

(三
年
-
一
八
〇
六
)
四
月
十
六
日
、
終

于
昌
平
阪
官
舎
、
壽
八
十
、
葬
城
北
大
冢
里
之
原

/

孝
子
孝
肇
建

」

な
お
、
二
洲
は
西
山
氏
の
墓
の
後
ろ
に
文
化
十
年
八
月
に

「尾
藤
氏
遺

徳
阡
」
と
題
す
る
尾
藤
氏
代
々
の
顕
彰
碑
を
建
て
て
い
る
。
こ
の
碑
に
よ

る
と
、
先
考
温
洲
宣
畠
は
安
永
九
年
庚
子

(
一
七
八
○
)
六
五
歳
で
大
阪
で

没
し
、
墓
は
城
南
の
長
楽
寺
に
在
る
と
い
う
。

五
、
古
賀
精
里
関
係

・
古
賀

精

里

(寛
延
三
-
文
化

一
四
。
一
七
五
〇
1

一
八

一
七
)
は
佐
賀

の
生

ま

れ
、
京

・
大

阪

に
学

び
、
帰

国

し

て
藩

校

の
教
授

、

の
ち
幕

府

の
儒
官

と

な

っ
た
。

そ

の
墓
は
高

さ

一
〇
六
噛
横

四

三
セ

ン
チ
、

墓

は
表

に

「精

里

古
賀

先
生

之
墓
」

ど
あ

り
、
墓

銘

は

「
門

人
神

戸
城

主
藤

原
忠
升

」

(本
多

氏
)

の
撰
、

子
焜

(恫
庵
)

の
書

に
な
り

、

一
面
、

三

〇
字

、

一
二
行

で
、

三
面

に
記

さ
れ

て

い
る
。
そ

の
碑

面

に
は

「
配
光

増
孺

人
、
先
十

三
年

卒
、

後
不

再
娶

、
不

蓄
姫

妾
、

生
三

男
六
女

」

と
あ

る
。

古
賀

氏

の
個

庵

・
茶
渓

の
子
女

の
墓

に
銘
文

の
あ

る

こ
と
は

、
他

に
あ

ま
り

例
を

見
な

い
。

あ

る

い
は
刻

さ

れ

て
も

時

代
と

と
も

に
そ

れ
ら

の
多

く
は

無
縁

塔

に
整
理

さ
れ

て

し
ま

っ
た

の
か
も

知
れ

な

い
。
古
賀

一
族

の

子
女

の
墓

銘

の
多

く

残

る

の
は

、
特

に

「
先
儒

墓
所
」

と

し

て
保

存

さ
れ

た
た

め

で
あ

ろ
う
か

。
な

お
因

み

に
記
す

な
ら
ば

、
京

都
嵯

峨

二
尊
院

の

古
義

堂
伊

藤
家

の
墓

碑
群

の
中

に
も

、
孺

人

の
墓
銘

は
見

ら
れ

る
が

、
童

幼

の
そ
れ

を
知

ら
な

い
。

次

々
と
夭

折

し
た
子

女

へ
の
格

別
哀

惜

の
念

の

強

か

っ
た
故

で
あ

ろ
う

か
。

一

古

賀

精
里
夫

人
墓

。

棹

石
、
高

九

〇
、
巾

三

〇
セ

ン
チ

「古

賀
樸

故
妻

光
増

孺
人

墓
」
と

の
み
あ

っ
て
碑

銘

は
な

い
。
樸

は
精

里

の

名

で
あ

る
。

二

古

賀
恫

庵
夫

人
墓

棹

石
、
高

六

五
、
巾

二
七
セ

ン
チ

恫

庵

(天
明
八
-
弘
化
四
。
一
七
八
八
1

一
八
四
七
)
は
精

里

の
末
子

、
三
男

。

名

燈
、

字
季

曄
。

と
江

戸

に
出

て
そ

の
墓
碑

は
高

さ

二
三

〇
、
横

一

一
ニ

セ

ン
チ
、
篆

額

に

「伺
庵

/

古
賀

/
先

生
/

之
墓
」

と
あ

り

、
五

三
字

、

二
五
行

を
数

え

る
。
「安

中

城
主
板

倉
勝

明
撰

文
」
「子

増

(茶
渓
)
書
」
で
、

中

に

「
配

鈴

木

氏
、

有
闘

徳

(婦
徳
)
、
生

子

三

、
長

即

増

(謹

一
郎
、
茶

.
渓
)
、
以
文

行
知

名

、
…

…
次

培
多
病

、
次

麟
夭

、
女

四
、
長
適

麾

下
士
飯

河

忠
信

、
其

三
皆
夭

、

側
室

林
氏

生

二
子
、
慎

勉

皆
夭
」
」
と

あ

る
。

そ

の
夫

人

の
墓

は

表

に

「古

賀

焜
妻

鈴

木

孺

人
之

墓
」
、
裏

に

「
明
治

十

二
年

二
月

六

日
歿
」

と

の
み
あ

る
。

ま
た

側
室

の
墓

は
不

明

で
あ

る
。

三

恫

庵

子
女

墓

*
参
考

の
た
め
、
男
子

の
墓
も
掲
げ
る
ゆ

ー

「
古
賀

焜
第

三
子
麟

三
郎

墓
」
碑
銘

は
碑

陰

に

二
〇
字

、
八
行

に
刻

す
。

「
鱗

三
郎

、
古

賀

焜
第

三
子

、
母
鈴

木

氏
、

文
政

八
季

(
一
八
二
四
)
十

月

廿
五
/

日
夜

生
、

九
年

六

月
十

五
日
難

鳴
夭

、
先

是
患

吐
乳
變

/

爲

驚

風
遂

不
救

、
鱗
眉

目
秀

朗

、
性
寛

祐
、

不
甚

啼
哭

、
故

致
/

家
人

憐

一22一



惜

、
夭

時
類

行
哭

告
聲

、
葬

小

石
川
先

君
兆

次
、

予
/

告
以

十
絶

、
其

一
日
、

泪
没
羞

予

忝
祖

先
、

癡
心

日
夜

望
児

賢
、

瓦
全

玉
砕
眞

懸

絶
、

手

理
相

同
尓

偶
然

、
麟

両
掌
皆

横

一
文

、
與

予
同
故

云

、
/

天
保

十

一

季

(
一
八
四
〇
)
庚

子

古

賀

焜
識
」

2

「
古
賀

焜
第

二
女

阿
歌

之
墓

」

碑

銘
は

碑
陰

に

一
七
字

、
七

行

に
刻

す

。

「阿

榮

、
古
賀

焜
第

二
女
、

母
鈴

木
氏

、
文

政

十

一
年

(
一
八
二
八
)
/

十

月
廿

日
生
、

明
年

六

月
八

日
夭

、
初
患

感
冒

、
無

/
幾

苦
、

吐
乳

遂

亡

、
予
喪

児
麟

、
後

生
阿

榮
、

故
視

小
/

掌
珠

、
清

鐵
保

詩
、

中
年

生

女
作

児

、
看

可
謂
寄

獲
/

我
心

、
泪

亡
悼

惜
甚

亦
見

予
之
裏

、

葬
小

石

川
附

/
先

塋
、

/

天
保

十

一
季

(
一
八
四
〇
)
庚
子

古
賀

焜
識

」

3

「古

賀

焜
第

三
女

阿
歌
之

墓
」
碑
銘

は
碑

陰

に

一
六
字

、
六
行

に
刻

す
。

「
阿

歌
、
古

賀

焜
第

三
女

、
母

鈴
木

氏

、
天

保

二
年

(
一
八
三

一
).
/

六

月
廿

四

日
生
、
'五
季

五
月

十
九

日
夭

、
葬

小
石

川
先
君

之
墓

次

、
資
性

婉

嬬

(
エ
ン
エ
イ
、
従
順
)
、
於

阿
母

傅

婢

/
如

恐

傷
、

其
意

故

特

見
字

愛

、

壬
申

(天
保
三
年
)
秋

」
患

吐

乳

/

殆

危

、
幸

而

痊
、

後

病
馬

睥

風
、
遂

溘
亡

、

/

天
保
十

一
年

(
一
八
四
〇
)
庚

子

古
賀

燈

識
」

4

「
古

賀
焜

第

四
女
阿
貞

之

墓
」

同

右

「
阿
貞

、
古

賀
焜

第

四
女

、
母
鈴

木

氏
、

天
保

六
年

(
一
八
三
五
)
/
十

二
月

八
日
生

、

八
年

八
月

二
日
夭

、
前

月
中

/
吐

乳
遂

溘
逝

、
鈴

木
氏

産
児
、
培
後
肝
氣
苑
/
結
、
腹
生
巨
塊
、
爾
來
所
誕
咸
不
育
、
阿
貞
最

脆
弱
、
/
嬰
疾
無
幾
亡
、
葬
小
石
川
先
塋
之
旁
、

/
天
保
十

一

季

古
賀
燈
識

子
増
書
」

5

「古
賀
燈
第
四
子
勉
四
郎
墓
」

碑
銘

一
一
字
、
五
行
。

「勉
四
郎
、
古
賀
燈
第
四
子
、
母
侍
/
婢
林
氏
、
天
保
七
年
十
二
月
廿

/
二
日
生
、
廿
四
日
夭
、
従
壅
小
石
/
川
先
塋
之
側
、
天
保
十

一
季

/

古
賀
焜
識

子
増
書

」

6

「古
賀
燈
第
五
子
慎
五
郎
墓
」

碑
名

一
五
字
、
七
行
。

「慎
五
郎
先
君
第
五
子
、
天
保
十

一
年
庚
子
六
月
十
日
夭
、
十
二
、
季

辛
/
丑
四
月
廿
七
日
葬
小
石
川
先
墓
左
穴
、
歴
/
年
久
尚
記
弟
色
順
憶
、

先
君
同
胞
八
人
皆
/
長
育
、
子
姓
繁
盛
、
/
予
姉
妹
諸
弟
通
九
人
、
其

/
六
人
皆
亡
于
襁
褓
中
、
家
世
不
幸
莫
大
焉
、」
元
治
元
年

(
一
八
六
四
)

甲
子
四
月

兄
古
賀
増
誌
」

四

茶

渓
夫

人
な

ら
び

に
子

女

の
墓

恫

庵

の
長
子
茶

渓

、
通

称
謹

一
郎

(文
化

一
三
-
明
治

一
七
。

一
八
」

六
-

八
四
)
は

、
儒
学

の
他

に
洋

学
も

修

め
、
昌

平
黌

の
儒
官

か

ら
、

後

に
蕃

書
調

所
頭

取
と

な

る
。
露
使

長

崎
来

航
、

下

田
条

約

に
関
与

し
た

が

、
維

新
後

は
新

政
府

に
徴

さ
れ

た
が
応

じ

な
か

っ
た
。

享
年

六
九

歳
、

墓

は
大

正

三
年

↓
大

塚
先

儒
墓

所
保

存
会

に
よ

っ
て
建

て
ら

れ
た

が
、
そ

の
碑

文

に
は
妻

子

の
記

述
は

な

い
。

、
茶
渓

の
子
女

の
墓

に
銘
文

の
多

い
の
は
、

多
く

夭
折

し
た

た
め

殊

に
哀

惜

の
念

が

深
か

っ
た

た
め
と

思
わ

れ

る
。
殊

に

二
女
、

四
女

・
五
女
と
続
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け

て
亡

く

し
、
墓

石

の
建
立

も

同
時

で
あ

る

の
も

痛
ま

し

い
。
ま

た
長

女

阿

琴

は
成
人

し

て
、
期

待
を

背
負

い
、

婿
取

り
ま

で

し
た
が

、

や
は
り

若

死

に
で
あ

っ
た

が
た

め
、
ま

た
格

別

の
感

が
あ

っ
た

の

で
あ

ろ
う

。

三
女

の
墓

の
内

の
は

は
無
事

に
育

っ
て
嫁

い
だ

の
で
あ

ろ
う

か
、

そ

の
伝
を

知

ら

な

い
が
、

五
女

阿
直

の
墓

銘

に

「
小

姉
阿

鶴
」

と
あ

る

の
が
そ

の
人

の

よ

う

で
あ

る
。

1

茶

渓
夫

人
墓

棹

石
、

高

六
四

・
五
、

巾

二
六

・
七
。

横

一
七

・
五

セ
ン
チ

「
古
賀

増
妻

〔小

林
孺

人
〕

之
墓

」

(碑
表
)

「
明
治

十
九

年
九

月

四
日
歿

」

(碑
陰
)

表
は

剥
落

し

て
全
く

読
め

な

い
。

鶴

田
氏

に
よ

り
補
う

。

2

長
女

阿

琴
之

墓

高

=
二
四
、
巾

底

辺
八

○
、
銘

文
枠

、

縦
九
二
、
横
四
六
、
厚
凡
三
〇
セ
ン
チ

阿
琴
の
墓
は
、
中
央
上
部
に
篆
額

(三
〇
×
二
二
)
が
あ
り
、
碑
文
も
長

分
で
、
行
三
〇
字
、

↓
五

行
に
刻
さ
れ
て
い
る
。
格
別
の
扱
い
で
あ

る
の
で
、
碑
に
即
し
て
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
(碑
の
改
行
と
組
み
と
同
じ
)

「筑
後
守
古
/
賀
増
長
女
/
阿
琴
之
墓
」
(篆
額
)

「阿
琴
我
長
女
即
義
子
鋭
初
配
室
人
小
林
氏
出
天
保
十
二
年
辛
丑
九
月
十
五
日
生

先
人
鐘
愛
賜
名
日
阿
琴
慶
應
四
年
戊
辰
四
月
三
日
亡
季
僅
廿
八
春
來
國
事
日

非
官
使
旗
人
眷
族
避
四
郊
女
憂
懼
預
悲
其
与
予
及
鋭
児
別
悒
々
不
樂
二
月
初
八

俄
罹
疾
全
身
痿
不
能
動
起
臥
飲
食
皆
需
人
昏
々
睡
不
止
病
五
十
五
日
享
盡
煩
悶

苦
楚
遂
逝
痛
夫
女
自
幼
多
病
服
藥
無
数
屡
至
重
篤
之
極
而
免
似
厄
難
中
自
有
福

分
今
病
固
非
必
死
之
症
合
家
日
望
平
快
而
不
救
予
實
哀
其
不
幸
也
女
貞
静
寡
言

跿
歩
不
踰
閑
初
不
解
世
間
狡
詐
貪
鄙
之
行
終
身
不
吐
虚
妄
言
雖
弱
體
董
臨

一家
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儘
足
稱
賢
夫
人
性
孝
父
母
所
命
生
来
未
曾
一
違
予
出
行
或
遠
役
女
想
慕
弗
已
相

見
則
安
五
年
前
鋭
児
人
贅
児
循
謹
女
柔
婉
琴
瑟
調
和
家
中
无
間
言
爲
老
年

一
大

樂
何
料
二
豎
逞
虐
以
涕
代
咲
女
盾
目
秀
朗
體
如
十
七
八
歳
小
娘
子
今
春
錯
認
腹

塊
爲
妊
始
染
牙
去
眉
飲
食
微
少
別
無
嗜
好
只
喜
吃
芬
病
間
精
神
恍
惚
尚
索
煙
吸

服
女
既
弱
予
與
室
人
愛
護
刻
不
忘
於
心
雖
長
大
猶
宿
昔
幼
時
毎
風
寒
暑
湿
常
恐

蒲
柳
之
質
不
能
支
鳴
乎
女
悲
生
別
離
以
醸
病
今
反
化
死
別
離
予
之
衰
腸
寸
々
裂

也
銘
日
女
也
何
死
非
其
季
呼
之
不
來
涙
潜
然
聲
容
在
目
不
能
忘
鬱
々
松
楸
隔
重

泉
慶
應
四
年
戊
辰
四
月

父

筑
後
守
古
賀
増

誌

廣
瀬
群
鶴
刻

(付
読
点
)

「筑
後
守
古
賀
増
長
女
、
阿
琴
之
墓
」
(篆
額
)

阿
琴
我
長
女
、
即
義
子
鋭
初
配
、
室
人
小
林
氏
出
、
天
保
十
二
年
辛
丑

九
月
十
五
日
生
、
先
人
鐘
愛
、
賜

名
日
阿
琴
、
慶
應
四
年
戊
辰
四
月
三
日

亡
、
季
僅
廿
八
、
春
來
國
事
日
、
非
官
使
旗
人
眷
族
、
避
四
郊
、
女
憂
懼

預
悲
、
其
与
予
及
鋭
児
別
、
悒
々
不
樂
、
二
月
初
八
、
俄
罹
疾
全
身
痿
、

不
能
動
、
起
臥
飲
食
皆
需
人
、
昏
々
睡
不
止
、
病
五
十
五
日
、
享
盡
煩
悶
、

苦
楚
遂
逝
、
痛
夫
、
女
自
幼
多
病
、
服
藥
無
数
、
屡
至
重
篤
之
極
、
而
免

似
厄
、
難
中
自
有
福
分
、
今
病
固
非
必
死
之
症
、
合
家
日
望
平
快
、
而
不

救
、
予
實
哀
其
不
幸
也
、
女
貞
静
寡
言
、
跿
歩
不
踰
、
閑
初
不
解
世
間
狡

詐
貪
鄙
之
行
、
終
身
不
吐
虚
妄
言
、
雖
弱
體
、
董
臨

一
家
、
儘
足
稱
賢
夫

人
、
性
孝
父
母
、
所
命
生
来
、
未
曾

一
違
、
予
出
行
、
或
遠
役
、
女
想
慕

弗
已
相
見
、
則
安
五
年
前
、
鋭
児
人
贅
児
、
循
謹
、
女
柔
婉
琴
瑟
調
和
、

家
中
无
間
言
、
爲
老
年

一
大
樂
、
何
料
二
豎
逞
虐
以
涕
代
咲
、
女
眉
目
秀

朗
、
體
如
十
七
八
歳
小
娘
子
、
今
春
錯
認
腹
塊
、
爲
妊
始
染
牙
、
去
眉
、

飲

食
微

少
づ

別
無

嗜
好

、
ロ
ハ喜

吃
芬

踊
病

澗
精

神
恍

惚

、
尚
索

煙
吸

服
、

女

既
弱

、
予

與
室

人
愛

護
、
刻

不
忘

於
心

、

既
雖

長
大

、
猶
昔

幼
時

、
毎

風

寒

暑
湿
常

恐
、

蒲
柳

之
質

不
能

支
、
鳴

乎

、
女

悲
生

別
離

、
以
醸

病

、

今

反
化

死
別

離
v

予
之

衰
腸

寸

々
裂
也

。
銘

日
。
、女
也

何
死

非
其
季

。
呼

之

不

來
涙
潜

然
。

聲
容

在

目
不
能
忘

。

鬱

々
松
楸

隔
重
泉

。

慶

應

四
年
戊

辰

四
月

父

筑
後

守
古

賀
増

誌

廣

瀬
群

鶴
刻

(読
下
し
)

筑

後
守
古

賀
増

長
女

、

阿
琴

の
墓

阿

琴
は

我
長
女

、

即
ち
義

子
鋭

の
初

配

、
室
人

小
林

氏

よ
り
出

づ
。

天

保
十

二
年

(
一
八
四

一
)
辛

丑
九

月
十

五

日
生

る
。

先

人
鐘
愛

し

て
、
名

を

賜
り

て
阿

琴
と

日

ふ
。
慶

應

四
年

(
一
八
六
九
)
戊

辰

四
月

三
日
亡

ず
。

年

僅

か
廿

八
な
り

。
春
来

国
事

日

々
、
官

に
非

ら
ざ

る

は
旗
人

眷
族

を

し

て
、

四
郊

に
避

け

し
む
。

女

(
ム
ス
メ
)
は

憂

い
懼

れ
悲

し
み

に
預
る

。
其

の
予

及
び

鋭
児

と

別
れ

、
悒

々
と

し

て
楽

し
ま

ず
。

二
月

初

八
、
俄

に
罹
疾

し

全
身

痿

へ
、
動

く

こ
と
能

は
ず

。
起

臥
、

飲
食

皆
人

に
需

む
。

昏

々
と
し

て
睡
り

止
ま

ら
ず

。
病
む

こ
と
五
十

五

日
、
煩

悶
を

享
け

尽

し
、
苦

し

み

楚

(イ
タ
)

み
」
遂

に
逝
く

。
痛

ま

し

い
か

な

。
女

は
幼

よ

り
多

病

、
服

藥

す

る
こ
乏

無
数

ハ
屡

々
重

篤

の
極

に
至
る

。
而

し

て
免

似

厄
難
中

、
自

ら

福
分

有
り

、
免

か

る
る

に
似
た
り

。
今

病

は
固

よ
り

必
死

の
症

に
非
ず

と

、
合

家

日

に
平

快
を

望
む

も
、
而

し
救

へ
ず
。

予
、

実

に
其

の
不
幸
を

哀

れ

む

な
り

。
女

は
貞

静

寡

言
、
跿

歩

(半
歩
)
を

踰

へ
ず

閑

な

り
。
初

め
世

間

の
狡

詐
貪

鄙

の
行
を

解

せ
ず
、

終
身

虚
妄

の
言

を
吐

か
ず

。
弱
体

と
雖

も
、

一
家

を

董
臨

し
、
儘

(
マ
マ
)
賢

夫

人
と

称

す

る

に
足

れ
り
。
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性

、

父
母

に
孝

、
命
ず

る

所
、
生

来
、

未
だ

曾

つ
て

一
も
違

へ
ず

。
予

、

出

行

、
或

は
遠
役

、
女

、
想

慕
し

て
相

見

る
こ
と

を
已

ま
ず

。
則

ち
安

ん

ぞ

五
年
前

、

鋭
児

人
を
贅

児

(婿
)
と

し
、
謹

で
循

(シ
タ
ガ
)
う
。

女

は

柔

婉
、

琴
瑟

調
和

し
、
家

中

に
問
言

な
く

、
老

年
と

な
り

一
大
楽

た

り
。

何

ぞ
料
ら

ん

、

二
豎

(こ
ど
も
)
逞
虐

以

て
涕
を

咲

い
に
代
う

。
女

は

眉
目

秀
朗

、
体

は
十

七

八
歳

の
小
娘

子

の
如
し

。
今

春
、
腹

塊
を

錯
認

し

、
妊

と
為

し
、
始

め

て
牙
を

染

め
、
眉

を
去

る
。

飲
食

微
少

、
別

し

て
嗜
好

な

く

、
ロ
ハ
吃
芬

を
喜

ぶ
。

病
間

精
神

恍
惚

し
、

尚

ほ
索
煙

吸
服

す
。

女
、

既

に
弱
り

、
予

と
室

入
と
愛

護

し

て
、
刻
も

心

を
わ
す

れ

ず
。

既

に
長
大
す

と

雖
も

、
猶

ほ
昔

の
幼

時

を
宿

す

。
、
毎

に
風
寒

暑

湿

、
常

に
蒲

柳

の
質

を

支

へ
能

は
ざ

る
を

恐

る
。
鳴

乎

、
女

、
生

別

離
を

悲

し

み
、
、
以

て
病

を
醸

し

、
今
反

つ
て
死
別

離
と

化
す

。
予

の
衰

腸
寸

々
に
裂
く

る
な

り
。

銘

に
曰
く

む

す
め

や
、
何

ぞ

死
す

る

に
其

の
年

あ

ら
ん
。

こ
れ
を
呼

べ
ど

も
来

ら

ず

、

涙
潜
然

た
り

。

声

容

目

に
在
り

、
忘

る

る
能
は
ず

。

鬱

々
た
り

松
楸

(き
さ
さ
げ
)
重
泉

(黄
象

の
国
)
を
隔

つ
。

慶
應

四
年

戊
辰

四

月

父

筑

後
守

古
賀

増

誌

廣

瀬
群

鶴
刻

以

下

、

二
女

.
四
女

・
五
女

、

三
人

の
墓

は
、

五
女
阿

夏

の
墓

と

同
じ
時

の
造

立

で
、
棹

石

の
み

で
、
大
き

さ

も
六

二
前
後

、
巾

二

四
、
凡

横

一
七

セ

ン
チ

、

二
女

の
は
埋
ま

っ
て

い
て
鶴

田
氏

に
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よ
ら

な
け

れ
ば

全
き

を
え

な
か

っ
た

が
、

生
ま

れ
た
ば

か

り
、

ま

た

三
歳

に
満
た

ず

に
続
け

て
愛

児
を

失

っ
た
父

親

の
墓
銘

は
哀

切

を
極

め

て

い
る
。

*
台
石
の
多
く
は
埋
も
れ
て
い
る
。

3

「
古
賀

増
第

二
女

阿
婉

之
墓
」

碑
銘

、

一
六
字

、
七

行

に
刻
す

。

下
三
字

埋
没

。

「
阿
婉

吾
次

女
、

室
人

小
林

氏

出
、

天
保
十

四
季

(
一
八
四
三
)
/
癸

卯

五
月

三
日
暁

誕
、
七
月

十

一
日

卯

殤

、
黨

(黄
疸
力
)
/

而
端

生
數

日
、

克

定
晴

視
人

、
已

而

胡
廬

咲

(口
を
覆
う
て
笑
う
)
/

而
動
手

足

、
類

成

童
、

家

人
以
爲

慧
、

先
君

子
賜

/
名

阿
婉

、
罹

吐
乳

症
、
岩

秋

熱
如

灼
、
病

十

一
/

日
、
遂

亡

、
可
憫

也

、
葬
諸

小

石
川
祖

塋

/

元
治

元
年

(
一
八
六
四
)
甲

子
四

月

父
古
賀

増

志

」

4

「古

賀
第

四
女

阿
夏

之
墓

」

碑

銘
、

一
七

字
、

七
行

に
刻
す

。

「
阿

夏
吾

第

四
女

、
側
室

高
橋

氏

出
、
安

政

六
年

(
一
八
五
九
)
己

/
未

二
月
廿

二
日
生

、

六

〔月

廿
七

〕

日
夭
、
壅

小

石

川
/
之

阡
、
白

哲
大

眼

、
能

眠
不
號

泣
、

合
俗

傳
強

健
之

/
徴

、
予

悦

、
ロ
ハ頭

有
胎

瘤
、

待

消

退
、
種

痘
細

疹
續

發
/

痘

、
不

旺
以
亡

、
予

弄
瓦

不
弄

璋
、

既
不

幸

亦

足
慰

、
/

膝

下
索

莫
奈

天
慳

、
其

年

不
久
留

、

人
間
酷

夫

/

元
治

元
季

(
一
八
六
四
)
甲
子

四
月

父
古

賀

増
志
」

5

「
古
賀

増
第

五
女

阿
直

之

墓
」

碑

銘
、

十
七

字
、

七
行

に
刻
す

。

「
阿
直

吾
第

五
女

、

副
室
高

橋

氏
出

、
生

文
久

元
年

(
一
八
六

一
)
/
辛

酉

二
月
廿

一
日

、
殤
元

治

元
年

(
一
八
六
四
)
甲
子

二
月
七
/

日
、
壅

先

墓

之

兆
次

、
女

脆
弱
、

翳
與

保

母
盡
力

護
/

視

、
僅
延

四
歳

之
壽

、
性

敏
且
婉
、
好
潔
有
至
行
、
與
/
小
姉
阿
鶴
、
嬉
必
以
美
物
譲
、
擧
家
鐘

愛
、
症
變
奄
/
逝
、
予
季
衰
感
甚
、
作
十
絶
哭
之
、
終
不
能
抒
悲
懐
/

也
、
元
治
元
年
甲
子
四
月

父
古
賀
増
志
」

6

「正
七
位
古
賀
鋭
之
墓
」

棹
石
、
高
五
四
、
巾
二
四
セ
ン
チ

「明
治

〔十
八
年

(
一
八
八
五
)
十
二
月
廿
〕

一
日
歿
」

義
子
鋭
の
享
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
仮
に
阿
琴
と
同
年
に
し
て
も

四
十
五
歳
の
人
の
墓
石
と
し
て
は
余
り
に
淋
し
く
、
妻
で
あ
っ
た
阿

琴
の
墓
と
の
違
い
に
驚
く
。
ま
た
傷
ん
で
見
る
影
も
な
い
。
義
父
の

増

(茶
渓
)
は
前
年
の
明
治
十
七
年
の
歿
、
小
林
孺
人
は
翌
十
九
年

の
歿
、
明
治
に
な
っ
て
隠
棲
し
て
逝
っ
た
茶
渓
の
墓
が
、
先
儒
墓
所

保
存
会
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
所
以
で
あ
ろ
う
か
。

因
み
に

「古
賀
鋭
長
子
秀
太
郎
之
墓
」
「明
治
六
年
六
月
四
日

没
」
・
「古
賀
鋭
長
女
阿
正
墓
」
「明
治
八
年
六
月
三
十
日
歿
」
.
「古

賀
鋭
五
子
清
之
墓
」
「明
治
廿
八
年
八
月
七
日
歿
」
・
「古
賀
鋭
二
女

阿
力
墓
」
な
ど
、
碑
の
頭
部
の
違
い
は
あ
る
が
、
大
き
さ
は
茶
渓
の

子
供
達
と
同
じ
く
高
さ
六
二
、
三
ハ
巾
二
四
セ
ン
チ
の
質
素
な
も
の

で
あ
る
。

注「
近
世
碑
文
雑
稿

『栗
山
文
集
』
墓
銘
抄
-
村
山
夫
人
の
墓
な
ど
ー
」

(
「跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報
」
二
四

平
成
八
年
三
月
)

「
近
世
女
人

の
碑
文
-
油
屋
倭
文
子

・
谷
幹
々

・
頼
梨
影

の
墓
碑
銘
1

(「跡
見
学
園
女
子
大
学
紀
要
」
三
三

平
成
十
二
年
三
月
)
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